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注認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムの内容について第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

(宛先）京都府知事 2。〃年,２２｣j､《し '１ 

ｲr所（法人にあっては、渡たる事務所の所在地）

京都府城陽市１２津屋境端67-2

氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

ニック［業ｲ丁限会社

環境マネジ メントシス －丁 ムのｆ'，称
JISQ14001:20041SO14001:2004 

通）|］範UＨ
中島［業株式会ﾄﾞﾋ及び関連組織のニック'て業ｲｧ限会社

導入年）］Ｉ’ 2007年１０１］２２１１

認証番号
JSAE1370 

基本方針

プラスチックフイルムに対するコーティングの設計・開発及び川1二を推進するための環境
マネジメントシステム

環境に配慮した事業活動を自生的に進めていくための'1標（以卜「１１
標」という。）

年度初めに全社'１標を制定している。
直Iiii期の全社１１標（環境分野）は以ドのとおり
・イ<良品「ゼロ」と生産性のｉｒ１]上
・コンブライアンス遵守の徹底

[１標を達成するための取組の内容

･不良品と２１三産性の向'二(歩留まりと稼働率向]二）により無駄な電気・ガス使用|i｢iをi1jI減
し 、 省エネルギーと廃棄物排１１}魁の削減をする（平成１９年度を基準に-2.0%。
･法令遵守によ'〕、環境保全につとめる。

標を達成するための取紺の進捗状ル。

･年間の電気使川斌は平成19年度を基準として、電気使１１１量が１６．３%、ガス使１１}{Tlが3.6％
のi1il｣減を達成した。

･法令遵守に努めることが１１}米ている。

１１標を達成するための取組の成果及び当該成果に対する評価

平成20年後半からの犬1幅減産によるエネルギー使用壁減少が継続。
また、’'三産性効率lml己のため、稼働［場の集約を行った。

事業活動に係る法令の遵守の状況

半年に１回、関連法規制に関してチェックを行っている。これまで違反及び行政当局から
の指摘はなかった。

環境マネジメントシステムの評価及び見Ｉ宜しの内容

評価、見直しの必要性に関しては、＞'4年に1度「マネジメントレビュー」を行い検討して
いる。その際に必要があれば「品質/環境マニュアル」の改訂を行っている。


